
１ 単元名 大事なことをたしかめよう

教材名 「すがたをかえる大豆」「食べ物はかせになろう」

２ 単元について

(1)児童の実態

児童はこれまでの説明文に関わる単元で、時間的な順序や事柄

の順序に気をつけて文章を読んだり、段落の要点をまとめたりす

る学習を行ってきた。このような学習の中で、段落に書かれてあ

る内容を読み取るために、接続語や重要語句、文末表現等に着目

することができるようになってきている。また、文章全体の中で

「問い」や「答え」となる部分を見つけ、「はじめ」「中」「終わ

り」という文章構成を考えることもできるようになってきている。

しかし、細部にわたり叙述に即して正確な読み取りをする力は、

まだ十分とはいえない。段落相互の関係を考えながら読むことに

ついても、さらに学習を繰り返しながら身に付けていく必要があ

る。 
学習の進め方においては、既習事項をもとに課題解決の見通し

を持つことができるようになってきており、個別指導が必要な場

合もあるが、見通しをもとに自力解決に取り組むこともできるよ

うになってきた。また、既習事項を確認したり、本時で学んだこ

とを振り返ったりすることによって、学んだことが次のどんな学

習につながっていくのかについて関心を持ち、これからの学習に

対して見通しと意欲を持つこともできるようになってきている。

音読や話し合いの場面では、教科リーダーを中心とした活動にも

慣れてきている。視写等の作業には個人差があるが、全体的に意

欲を持って取り組んでいる。

(2)教材について

＜単元系統図＞

１ 単元名 材料の選び方を考えよう

教材名 「アップとルーズで伝える」「四年三組から発信します」

２ 単元について

(1)児童の実態

児童はこれまでの説明文に関わる単元で、時間的な順序や事柄

の順序に気をつけて文章を読んだり、段落の要点をまとめ、意味

段落のまとまりを考えたりする学習を行ってきた。このような学

習の中で、接続語や重要語句、文末表現等に着目して、段落の中

心的な内容をとらえることが徐々にできるようになってきてい

る。また、意味段落に分けて「はじめ」「中」「終わり」といった

文章構成を考えることができるようになってきている。しかし、

叙述に即して文章の内容を正確に読み取ったり、構成を意識しな

がら読んだりする力は、まだ十分とはいえない。

学習の進め方においては、既習事項をもとに課題解決の見通し

を持ったり、見通しをもとに自力解決に取り組んだりすることが

できるようになってきた。また、既習事項を確認したり、本時で

学んだことを振り返ったりすることによって、学んだことが次の

どんな学習につながっていくのかについて関心を持ち、これから

の学習に対して見通しと意欲を持つこともできるようになって

きている。音読や話し合いの場面では、教科リーダーを中心とし

た活動の中で、自分の考えを進んで述べることができるようにな

ってきた。視写等の作業には個人差があるが、全体的に意欲を持

って取り組んでいる。
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本単元における「読むこと」の指導内容

○目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したりしながら文章を読むこと。（オ）
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第 3・４学年 国語科学習指導案
日 時 平成 18 年 10 月 13 日（金）公開授業①

学 級 第 3 学年 男子４名 女子２名 計６名

第 4 学年 男子１名 女子４名 計５名 
指導者 教諭 杉浦 美香子

サクラソウと

トラマルハナバチ

・要旨をとらえ、

筆者の考えに対し

て、自分の意見を

第 5・6 学年では、文章の要旨や筆者の主張を読

筆者が言いたいこと（要旨）は何かを把握するた

第１・２学年の説明的文章における読みの力は

ことが基礎となる。順序に重点をおいた学習は、第

ている。第 2 学年「たんぽぽのちえ」や「サンゴ

いう、わけをたずねる言葉に対応する答え方が「

第 3・4 学年では、部分をまとめ、つなげ、比べ

たり、必要なところは細かい点に注意したりしな

んぽぽのちえ」「サンゴの海の生きものたち」を想

答えとなる段落をとらえることは、第 5・6 学年に

したことを書いた文、分かったことを説明してい

じどうしゃく

らべ

・仕事と作りの

関係を考えな

がら内容の大

体を読む。（イ）

どうぶつのあ

かちゃん

・どうぶつの赤

ちゃんの特徴

を考えながら

内容の大体を

読む。（イ）

クジラたちの声

蓬莱の玉の枝

今に生きる言葉

大仏様は「にっこ

り」しています
ありの行列

・段落の中心にな

る文を見つけなが

ら内容を読み取

る。（イ）
読む。（イ） 持つ。（イ） ・文章の展開に即
いろいろな

くちばし

・問いかけと答

えの文を確か

め、内容の大体

を読む。（イ）
小６ 

して内容をとら

え、目的や必要に

応じて要約する。
小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 中１
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中２～中３ 
アップとルーズ

で伝える

・段落が、全体の

中でどのような役

割をはたしている

かを考えながら読

む。（イ） 
・文章構成をとら

え、内容を大きく

まとめたり、細か

い点に注意したり

しながら読み、読

み取ったことを生

かして情報を発信

する。（オ）

すがたをかえる

大豆

・段落相互の関係

を考えながら、文

章の内容を的確に

理解する。（イ） 
・必要なところは

細かい点に注意し

て読み、「初め・

中・終わり」の大

きなまとまりの内

容を読み取った

り、食べ物図鑑を

作ったりする。

（オ） 

み取り、自分の考えを持つことを目標としている。文章の全体像をとらえ、全体として

めに、各学年において、正確な読み取りの仕方を身に付けさせていきたい。

、時間的な順序や事柄の順序に従って内容をおさえ、書かれていることの大体をとらえる

３・４学年の、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を把握したりする学習と関連し

の海の生きものたち」では、時間的な順序や事柄の順序に関する表現のほか、「なぜ」と

それは、―からです。」であることや、文末の表現のしかたに意味があることを学ぶ。 
ることなどを通して、全体構造をよく理解し、さらに目的に応じて内容を大きくまとめ

がら文章を読む力が要求される。「ありの行列」において段落の存在を知り、既習の「た

起することにより、問題提起している段落や答えとなる段落を探す。問題提示文やその

おける要旨の把握に直接つながっていく。ここでは、文末表現の違いから、観察、研究

る文を読み分ける。文末表現に注意することは、事実と意見を読み分ける力につながる。

生き物はつながり

の中に 
・要旨をとらえ、

筆者の考えに対し

て、自分の考えを

持つ。（イ）

平和のとりでを

築く 
・筆者が訴えたい

ことを読み取り、

自分の考えを持

つ。（イ）

文化を伝えるチン

パンジー

モアイは語る

五重の塔はなぜ倒

れないか

メディア社会を生

きる

生き物として生き

る

・書き手の論理の

展開の仕方を的確

にとらえ、内容の

理解や自分の表現

に役立てる。
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本単元は、まず、説明的文章である「すがたをかえる大豆」で、

接続語や重要語句に着目しながら内容を読み取る学習をし、その

上で「食べ物はかせになろう」では、自分で調べたい食べ物を選

んで、それに関する情報を集めて文章にまとめる学習から構成さ

れている。

「すがたをかえる大豆」は、身の回りにあふれている大豆やそ

の加工食品について書かれたもので、内容的には児童にも身近な

ものである。しかし、大豆の加工食品は、見ただけでは大豆から

できているとは思われないものも多く、その意味で、意外性を持

って読むことができる内容である。「はじめ」の部分で話題提示

がされ、「中」では、「いろいろ手を加えておいしく食べる工夫」

について５つの事例が述べられている。「終わり」には、「このよ

うに」という接続語を使って、まとめや筆者の考えが書かれてい

て、分かりやすい文章構成となっている。また、段落構成や中心

文、重要語句も明確で、要約などの学習にも適しており、段落相

互の関係についても学習を深められるものと考える。

(3)指導にあたって

① 大豆を使った食品について知っていることを発表したり、

実物の大豆に触れたりすることで、大豆についての関心を高

めたい。

② 文末表現や重要語句、指示語、接続語の働きなど、既習事

項を手がかりに中心文を見つけ、大豆が食品に姿を変える方

法を読み取ることができるようにする。

③ 段落の要点をまとめたり、小見出しをつけたりする学習を

通して、段落意識を高め、段落相互の関係をとらえさせる。

④ 私たちの身近にある大豆が、先人の知恵によっていろいろ

な食品に姿を変えているという事実に驚きや感動を味わわせ、

食べ物や食生活を振り返るきっかけとしたい。

⑤ 自分が興味を持った食べ物について調べ、情報発信するこ

とを意識させて学習を進める。

３ 単元の目標及び評価規準

(1)単元の目標

【国語への関心・意欲・態度】

身近な食べ物についての知識を得るとともに、興味を広げよう

とする。

【書くこと】

書こうとすることの中心を明確にしながら、段落と段落の続き

方に注意して書くことができる。

【読むこと】

段落相互の関係を考えながら、大豆を食べる工夫について正し

く読み取ることができる。

【言語についての知識・理解・技能】

文章全体における段落の役割を理解することができる。

(2)評価規準

国語への関心・意

欲・態度

身近な食べ物についての知識を得るとと

もに、興味を広げようとしている。

書 く 能 力

書こうとすることの中心を明確にしなが

ら、段落と段落の続き方に注意して、調べた

内容を事柄ごとに書いている。

読 む 能 力
段落相互の関係を考えながら、大豆を食べ

る工夫について正しく読み取っている。

言語についての知

識・理解・技能

文章全体における段落の役割を理解して

いる。

本単元は、まず、「アップとルーズで伝える」で、テレビや新 
聞などを通して届けられる映像や写真が、送り手の目的や意図に

よって取捨選択されたものであることを考えさせ、その上で、「四

年三組から発信します」では、自らが情報発信者となり、情報の

収集、選択、発信を体験させるようになっている。

「アップとルーズで伝える」では、サッカーの試合の放送を例

に、テレビの映像技法であるアップとルーズについて述べている。

「はじめ」の部分で、「アップ」と「ルーズ」の意味を説明し、

問題提起をしている。「中」では、それぞれの伝えられることと

伝えられないことについて説明している。「終わり」では、写真

の場合も例に挙げながら、筆者の考えをまとめている。アップと

ルーズについて対比的に分かりやすく述べられており、段落構成

をつかんだり、中心文や重要語句を見つけ要約したりする学習に

適していて、読む力をはぐくむ教材として十分な内容を持ったも

のとなっている。

(3)指導にあたって

① 「アップ」と「ルーズ」という耳慣れない言葉が入っている

題名に着目させ、読み進めることに期待感を持たせたい。

② 文末表現や重要語句、指示語、接続語の働きなど、既習事項

を手がかりに中心文を見つけ、アップとルーズの長所と短所、

それぞれが目的に応じて使い分けられていることを読み取る

ことができるようにする。

③ 段落ごとに小見出しをつけたり、段落のまとまりに大見出し

をつけたりする学習を通して、文章全体の構成をとらえさせる。

④ メディアを通じてわたしたちが受け取っている情報が、一定

の価値判断・意図に基づいて取捨選択されたものであることに

気づかせ、相対化する視点を持たせたい。

⑤ 相手が知りたいと思うことは何かを考えながら話題を選び、

意図に応じて写真を使い分けたり、相手に応じた書き方の工夫

をしたりしながら、情報発信の学習を進める。

３ 単元の目標及び評価規準

(1)単元の目標

【国語への関心・意欲・態度】

対比・まとめなど、段落相互の関係に気をつけることで内容を

把握しやすくなることを知り、読み方に生かすとともに、伝えた

いことと伝える方法について興味を持つ。 
【書くこと】

学校や地域にある物について知らせるために取材し、相手と目

的に応じて選材して分かりやすく伝えることができる。

【読むこと】

段落の役割をとらえ、文章全体の構成をつかみながら、アップ

とルーズのそれぞれの特徴を読み取ることができる。

【言語についての知識・理解・技能】

文章全体における段落の役割を理解することができる。

(2)評価規準

国語への関心・意

欲・態度

対比・まとめなど、段落相互の関係に気をつけ

ることで内容を把握しやすくなることを知り、読 
み方に生かすとともに、伝えたいことと伝える方

法について興味を持っている。

書 く 能 力
学校や地域にある物について知らせるために、

相手と目的に応じて、取材したことを分かりやす

く書いている。

読 む 能 力
段落の役割をとらえ、文章全体の構成をつかみ

ながら、アップとルーズのそれぞれの特徴を読み

取っている。

言語についての知

識・理解・技能

文章全体における段落の役割を理解している。

また、繰り返し使われる言葉や題名に関わりのある言葉を重要語句としてとらえさせ、段落の中心をとらえる手がかりとさせる。文章全

体の構造をとらえるため、「はじめに」「次に」という順序を表す接続語、「このように」という全体のまとめを表す接続語の役割に着目さ

せる。「すがたをかえる大豆」では、中心となる語や文を手がかりに段落ごとの内容を読み取る。既習の接続語の役割を想起しながら、文

章全体を「初め」「中」「終わり」に分ける。要点や小見出しをまとめることで段落意識を高め、段落相互の関係をとらえさせる。『「かむ」

ことの力』では、接続語に着目しながら段落と段落をつなげて、文章全体をいくつかのまとまりに分ける。大見出しをつける学習を通して、

まとまりごとに何が書かれているかをとらえ、文章全体の構成をつかむ。「アップとルーズで伝える」においては、小見出しや大見出しを

つける学習を通して内容を大きくまとめたり、これまでの学習を手がかりに、細部に注意して細かく検討しながら読んだりする。第 5・6
学年で要旨をまとめる際、大きなまとまりごとの中心的内容を正確にとらえることが大切であるので、中学年までに、大きなまとまりごと

の内容把握に慣れさせたい。

第５・６学年では、中学年までの説明的文章の読み方を想起させ、重要語句に着目して段落ごとの内容をとらえたり、段落と段落をつな

げてまとまりごとに何が書かれているかをとらえたりする。さらに、筆者の主張の軽重や表現の工夫の吟味をしながら筆者の考え（要旨）

をつかみ、明確に自分の意見を持つようにさせたい。要旨をまとめる学習は以後中学校３年生まで続く。 
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４ 指導計画（全 17 時間）

次 時 学習活動 評価規準

１

・全文を読んで新出

漢字の読みを確か

めたり、大豆を使っ

た食品に目を向け

て関心を持ったり

しながら、学習計画

を立てる。

（関）大豆を使った食品につい

て興味を持ち、見つけようとし

ている。

（言）漢字や語句について理解

している。

１

２

・おおまかな文章の

構成をつかみ、学習

課題を持つととも

に、自分も情報発信

することを知る。 

（関）文章構成を考えながら、

何について書かれた文章か考え

ようとしている。

（読）「はじめ・中・終わり」の

文章構成を接続語等に着目しな

がら考えている。

３

・第 1・２段落から、

大豆がいろいろな

食品にすがたをか

えていることや、な

ぜおいしく食べる

工夫がされている

のかを読み取る。 

（読）大豆がすがたをかえるわ

けを読み取っている。

４

・第３・４・５段落

から、おいしく食べ

る工夫を読み取る。

（読）やわらかくおいしくする、

こなにひく、ちがう食品にする

工夫を読み取っている。

５
（
本
時
）

・第６・７段落から、

小さな生物に力を

かりてちがう食品

にする工夫や、取り

入れ時期や育て方

を工夫することを

読み取る。 

（読）小さな生物の力でちがう

食品にしたり、取り入れ時期や

育て方を工夫したりすることを

読み取っている。

６

・第８・９段落から、

文章のまとめや筆

者の考えを読み取

る。 

（読）他の作物に比べて、大豆

が多くの食べ方が考えられた理

由について読み取っている。

２

７

・段落の要点を振り

返り、文章構成を確

かめる。

（読）段落ごとの要点から、文

章構成を確かめている。

８

・「食べ物はかせに

なろう」を読み、学

習の見通しを持つ。

（関）身近な食べ物に興味を持

ち、調べたい食べ物を決めよう

としている。

（書）学習の進め方や身につけ

たい力について見通しを持って

いる。

９

~11

・本での調べ方を知

り、自分が決めたこ

とについて調べて、

カードにまとめる。

（書）書こうとする内容につい

て、段落を意識しながらカード

に書き込んでいる。

12
～

15

・カードをもとに調

べたことを整理し

て文章にまとめる

とともに、自己評

価、相互評価する。

（書）文章構成を考えながら、

書こうとする中心をはっきりさ

せて段落ごとに書いている。

16
・自己評価、相互評

価をもとに推敲、清

書する。

（書）自己評価、相互評価を生

かして、書いている。

３

17

・互いの文章を読み

合い、評価し合う。

（関）互いの文章に関心を持ち、

よさをみつけようとしている。

（書）書かれた文章を読み合い、

そのよさに気づいている。

４ 指導計画（全 17 時間）

次 時 学習活動 評価規準

１

・全文を読んで新出

漢字の読みを確か

めたり、おおまかな

文章の内容をつか

んだりして学習計

画を立てる。

（関）アップとルーズという言

葉に関心を持ち、意味を確かめ

ようとしている。

（言）漢字や語句について理解

している。

１

２

・文章構成を確か

め、読み取りの見通

しを持つとともに、

自分も情報発信者

となることを知る。

（関）文章構成を考えながら、

何について書かれた文章か考え

ようとしている。

（読）文章構成をつかみ、段落

の役割をおおまかにつかんでい

る。 

３

・第 1・２・３段落

から、「アップ」と

「ルーズ」の意味を

確かめ、どのような

問題が提示されて

いるか読み取る。 

（読）写真と文章を対応させな

がらアップとルーズの意味や問

題提示文を読み取っている。

４
（
本
時
）

・第 4・５・６段落

から、アップとルー

ズの特徴や、目的に

応じて使い分けら

れていることを読

み取る。

（読）アップとルーズの長所と

短所を読み取り、それぞれの段

落の役割を理解している。

５

・第 7・８段落から、

アップとルーズは

相手や目的に応じ

て使い分けられて

いることを読み取

る。 

（読）アップとルーズが目的に

応じて使い分けられていること

や筆者の考えを読み取ってい

る。 

６

・各段落に小見出し

をつけ、さらに段落

のまとまりを考え

て大見出しをつけ

る。 

（読）各段落が文章全体の中で

どんな働きをしているかをとら

えている。

２

７

・教材文全体の内容

をまとめ、次時の活

動内容を知る。 

（読）それぞれの段落の役割を

考えながら、教材文を要約して

いる。

８

・「四年三組から発

信します」を読み、

学習の見通しを持

つ。 

（関）どのような学習活動をす

るのか考えようとしている。

（書）「新聞記者になろう」を想

起し、違いを明確にすることで

学習の見通しを持っている。

９

・教科書作例を見

て、メモと完成した

作品のちがいや工

夫について考える。

（書）メモと完成した作品との

違いや工夫に気づいている。

10
～

12

・取り上げる題材を

決め、取材する。

（書）目的や相手に応じて、必

要な材料を集めている。

（読）目的に応じて、本を探し

て読んでいる。

13
～

15

・記事を書いたり、

割り付けをしたり

する。

（書）目的や相手に応じて、必

要な材料を選び、記事を書いた

り、割り付けをしたりしている。

16
・自己評価、相互評

価をもとに推敲、清

書する。

（書）伝えたいことが相手に分

かるよう言葉や表現を考えて書

いている。

３

17

・互いの文章を読み

合い、評価し合う。

（関）他の文章のよさを進んで

見つけようとしている。

（書）書かれた文章を読み合い、

そのよさに気づいている。



５ 本時の手立て

見通す段階では、既習の③④⑤段落から、どのように中心文を見

つけたか想起させる。「くふう」という語句や、要点にかかわる大

事な文を段落のはじめに書くという筆者の文章の書き方に着目し

て中心文を見つけることを確認する。

考える段階では、部分視写をさせたり、重要語句に着目させたり

しながら、中心文に気づくことができるようにする。

深める段階では、中心文を選んだ根拠を話し合い、叙述に即して

書かれている内容を確かめながら、正しく読み取っていく。大豆が

みそやしょうゆなどに加工される過程を、絵や写真と対応させて確

かめながら、さまざまな工夫によって大豆が別の食品にすがたをか

えていることを理解させたい。

６ 本時の指導

(1)目標

大豆をおいしく食べる工夫について読み取ることができる。

(2)評価規準

【国語への関心・意欲・態度】

大豆をおいしく食べる工夫に興味を持ち、見つけようとしている。

【読む能力】

小さな生物の力でちがう食品にしたり、取り入れ時期や育て方を

工夫したりすることを読み取っている。

(3)展開

５ 本時の手立て

見通す段階では、既習の③段落で提示された問題文を確認し、問

題文の中にある「ちがい」とは、「伝えられること」「伝えられない

こと」であり、④⑤段落では、「よく分かること」「よく分からない

こと」と表現されていることを確認する。接続語「しかし」「でも」

や文末表現「よく分かる」「分からない」という語句に着目して中

心文を見つけることを確認する。

考える段階では、部分視写をさせたり、文末表現に着目させたり

しながら、中心文に気づくことができるようにする。教科リーダー

を中心に、自分の読み取りとその根拠を話し合わせることにより、

主体的な読みができるようにする。

深める段階では、どんな考えが出されたか、教科リーダーに報告

させる。文末表現や接続語を確認し、写真と対応させて確かめなが

ら、アップとルーズのちがいを理解させたい。既習事項である接続

語「このように」の働きや、第 1・2・3 段落の文章構成から、第 4・
5 段落と第 6 段落の関わりを考えさせる。

６ 本時の指導

(1)目標

アップとルーズの長所・短所を読み取り、それぞれの段落の役

割を理解することができる。

(2)評価規準

【国語への関心・意欲・態度】

アップとルーズには、それぞれ長所と短所があることを知り、

どのように使い分けているか考えようとしている。

【読む能力】

アップとルーズの長所と短所を読み取り、それぞれの段落の役

割を理解している。

(3)展開
段

階

指導上の留意点

（◎評価の観点及

び方法）

児童の学習活動 学習内容 形態 学習内容 児童の学習活動

指導上の留意点

（◎評価の観点及

び方法）

段

階

つ

か

む

３

分

・掲示物から想起で

きるようにする。

・大豆がどんな食

品にすがたをか

えていたか思い

出す。 

１ 前時の学習

を想起する。

２ 本時の学習

課題を把握する。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

１ 前時の学習

を想起する。

２ 本時の学習

課題を把握する。

・①～③段落の文

章構成を思い出

す。 

・掲示物から想起で

きるようにする。

・文章と写真を対応

させて確認する。

つ

か

む

３

分

３ 課題解決の

見通しを立てる。

・全文を音読す

る。 

・④、⑤、⑥段落

の内容をおおま

かにとらえる。

・アップとルーズの

伝えられること、伝

えられないことにつ

いて書かれていると

ころを探しながら音

読させる。

◎アップとルーズに

はそれぞれ長所と短

所があることに関心

を持ち、違いについ

て考えようとしてい

る。＜関＞（発言）

見

通

す

16

分

見

通

す

４

分

◎大豆をおいしく

食べる工夫に興味

を持ち、見つけよう

としている。

＜関＞（発言）

・おいしく食べる工

夫について書かれ

ているところを探

しながら音読させ

る。 

・中心文の見つけ

方を考える。

・学習範囲を音読

する。

３ 課題解決の

見通しを立てる。

■

■

■

■

■

■

■
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

・既習事項から、

段落の初めに中

心文が書かれて

いたことやキー

ワードから、中心

文を見つけられ

ることに気づか

せる。

・に豆 
・いり豆

・きなこ

・とうふ

大豆に手をくわえ、おいしく食

べるくふうについてまとめよう。

アップとルーズの、伝えられる

こと、伝えられないことについて

まとめよう。

・④はアップに

ついて

・⑤はルーズに

ついて

・⑥は④、⑤を

まとめている。

・既習事項の「この

ように」の役割を想

起させ、⑥段落は

④、⑤段落をまとめ

ている段落である

ことに気づかせる。

①

③

②

・「くふう」「ち

がう食品」とい

うキーワードを

探す。 
・段落の初めに

書かれている文

章 に 気 を つ け

る。 
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段

階

指導上の留意点

（◎評価の観点及

び方法）

児童の学習活動 学習内容 形態 学習内容 児童の学習活動

指導上の留意点

（◎評価の観点及

び方法）

段

階

考

え

る

12
分

・⑥⑦段落の中心

文を見つけ、サイ

ドラインを引く。

・大豆をおいしく

する工夫をワー

クシートに書く。

４ 学習課題を

考えるために読

み考える。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

・中心文の見つけ

方を考える。

・伝えられることは、

「よく分かること」

伝えられないこと

は、「分からないこ

と」であることに気

づかせる。

４ 学習課題を

考えるために読

み考える。

・④⑤段落の中心

文を見つけ、サイ

ドラインを引く。

・アップとルーズ

の伝えられるこ

と、伝えられない

ことをワークシ

ートに書く。 

・早く終わった児童

は、小見出しを考え

させる。

考

え

る

６

分

深

め

る

14

分

・中心文を選んだ根

拠を発表させる。

・⑦段落の「これら」

が指す内容を考え、

おいしくする工夫

について書かれて

いる段落をとらえ

る。 

・サイドラインを

引いた文章を発

表し、おいしくす

る工夫について

読み取る。 

・「なっとう」「み

そ」の作り方を読

み取る。 
・「えだ豆」「もや

し」ができる過程

について読み取

る。 

・「初め―中―終

わり」の文章構成

を考える。

５ 学習課題を

解決するために、

自分の考えを発

表したり、友達の

考えを聞いたり

して、読み深め

る。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

５ 学習課題を

解決するために、

自分の考えを発

表したり、友達の

考えを聞いたり

して、読み深め

る。 

・グループ学習で

考えを話し合う。

・サイドラインを

引いた文章を発

表し、アップとル

ーズの違いを読

み取る。 

・⑥段落の中心文

を読み取る。 
・④、⑤段落⑥段

落との関わりを

考える。

・お互いの考えを発

表し、同じ考え、違

う考えを聞きながら

集約させる。

・写真と対応させて

確かめる。

・既習事項である①、

②、③段落の文章構

成を想起させ、同じ

構成であることに気

づかせる。

深

め

る

８

分

ま

と

め

る

12
分

・キーワードの確認

をし、まとめられる

ようにする。

◎大豆をおいしく

食べる工夫につい

て読み取っている。

＜読＞（ワークシー

ト） 

・４年生のまとめを

聞き、次学年での学

習について見通し

を持てるようにす

る。 

・課題を振り返

る。 
・おいしくする工

夫をワークシー

トにまとめる。

・自己評価をす

る。 
・学習したことに

ついて交流しあ

う。 

・大豆が多くの食

べ方が考えられ

た理由について

読み取ることを

知る。 

６ 本時の学習

をまとめる。

７ 学習を振り

返る。 

８ 次時の学習

内容を知る。 

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

６ 本時の学習

をまとめる。

７ 学習を振り

返る。 

８ 次時の学習

内容を知る。 

・課題を振り返

る。 
・アップとルーズ

の伝えられるこ

と、伝えられない

ことをワークシ

ートにまとめる。

・自己評価をす

る。 
・学習したことに

ついて交流しあ

う。 
・筆者の考えを読

み取ることを知

る。 

・キーワードの確認

をし、まとめられる

ようにする。

◎アップとルーズの

伝えられること、伝

えられないことにつ

いて読み取ってい

る。＜読＞（ワーク

シート）

・３年生のまとめを

聞き、既習内容の理

解を深める。

ま

と

め

る

12
分

目に見えない小さな生物の力を

かりて、ちがう食品にするくふう

もある。

とり入れる時期や育て方をくふ

うした食べ方もある。

・「よく分かりま

す」という文末

表現

・「分かりませ

ん」という文末

表現

・「しかし」「で

も」というつな

ぎ言葉

・既習事項の「しか

し」「でも」の役割

を想起させ、接続語

の前後に着目すれ

ばよいことに気づ

かせる。

・目に見えない

小さな生物の力

をかりる。

・とり入れる時

期や育て方を工

夫する。

・アップでとる

と、～がよく分

かります。しか

し、～では分か

りません。

・ルーズでとる

と、～がよく分

かります。でも、

～は分かりませ

ん。

アップは、細かい部分の様子は

よく分かるが、うつされていない

多くの部分のことは分からない。

ルーズは、広いはんいの様子は

よく分かるが、各選手の顔つきや

視線、気持ちまでは分からない。
- 11 -
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(4)具体の評価規準とその手立て

【国語への関心・意欲・態度】

大豆をおいしく食べる工夫に興味を持ち、見つけようとしている。

Ａ：十分に満足できる例 前時までの学習を振り返り、解決の方

法を考えたり、自分の考えを発表したり

しながら、大豆をおいしく食べる工夫に

ついて理解しようとしている。

Ｂ：概ね満足できる 前時までの学習を振り返り、解決の方

法を考えたり、自分の考えを発表したり

している。

Ｂに至らない児童への

手立て

前時までの学習を掲示やシートから振

り返らせ、解決の方法を考えさせる。

【読む能力】

小さな生物の力でちがう食品にしたり、取り入れ時期や育て方を

工夫したりすることを読み取っている。

Ａ：十分に満足できる例 文末表現や重要語句を手がかりに、ど

のようなおいしく食べる工夫があるか理

解している。

Ｂ：概ね満足できる どのようなおいしく食べる工夫がある

か理解している。

Ｂに至らない児童への手

立て 
前時までの学習を想起させ、形式段落

の中のどこに書かれていたか振り返った

り、手がかりになる語句を確かめたりし

て考えさせる。

(4)具体の評価規準とその手立て

【国語への関心・意欲・態度】

アップとルーズには、それぞれ長所と短所があることを知り、違

いについて考えようとしている。

Ａ：十分に満足できる例 前時までの学習を振り返り、解決の方

法を考えたり、自分の考えを発表したり

しながら、大豆をおいしく食べる工夫に

ついて理解しようとしている。

Ｂ：概ね満足できる 前時までの学習を振り返り、解決の方

法を考えたり、自分の考えを発表したり

している。

Ｂに至らない児童への

手立て

前時までの学習を掲示やシートから振

り返らせ、解決の方法を考えさせる。

【読む能力】

アップとルーズの長所と短所を読み取り、それぞれの段落の役割

を理解している。

Ａ：十分に満足できる例 アップとルーズの長所・短所やそれぞ

れの段落の役割について、接続語や文末

表現を手がかりに理解している。

Ｂ：概ね満足できる アップとルーズの長所・短所やそれぞ

れの段落の役割について理解している。

Ｂに至らない児童への

手立て

前時までの学習を想起させ、接続語や

文末表現に目を向けさせて、考えさせる。



(5)板書計画

○３年 

○

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

手
が
か
り

・
く
ふ
う

・
ち
が
う
食
品

・
段
落
の
は
じ
め

⑥
目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の
力

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン

な
っ
と
う

コ
ウ
ジ
カ
ビ

み
そ
、
し
ょ
う
ゆ

⑦
と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方

ま
だ
わ
か
く
て
や
わ
ら
か
い
う
ち
に
と
り
入
れ
、
さ
や
ご
と
ゆ
で
て
食
べ
る

え
だ
豆

ダ
イ
ズ
の
た
ね
を
、
日
光
を
当
て
ず
に
、
水
だ
け
や
っ
て
育
て
る
。

も
や
し

大
豆
を
お
い
し
く
食
べ
る
く
ふ
う
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

目
に
見
え
な
い
小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、
ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
も
あ
る
。

と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
を
く
ふ
う
し
た
食
べ
方
も
あ
る
。

４年 
。

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る

手
が
か
り

文
末
表
現

・
よ
く
分
か
り
ま
す

・
分
か
り
ま
せ
ん

つ
な
ぎ
言
葉

・
し
か
し

・
で
も

〈
伝
え
ら
れ
る
こ
と
〉

〈
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
〉

④⑤⑥
こ
の
よ
う
に
、
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
に
は
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
伝
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
目
的
に
お
う
じ
て
切
り
か
え
て
い
る
。

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
の
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
に

つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

アップの写真

しかし

ルーズの写真

で も

ア
ッ
プ
は
細
か
い
部
分
の
様
子
は
よ
く
分
か
る
が
、
う
つ
さ
れ
て
い
な
い
多
く

の
部
分
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

ル
ー
ズ
は
、
広
い
は
ん
い
の
様
子
は
よ
く
分
か
る
が
、
各
選
手
の
顔
つ
き
や
視

線
、
気
持
ち
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

細
か
い
部
分
の
様
子

広
い
は
ん
い
の
様
子

う
つ
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の

部
分

各
選
手
の
顔
つ
き
や
視
線

気
持
ち
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